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栗原中学校 学校便り №２ ６月３０日（水）
発行

栗中だより 地域運営連携部

２年鎌倉遠足・・・荒天の中を班別行動
6月4日金曜日、事前学習や班別のコース決定、きまりなど、みんなで準備を進めてきた遠

足の日がやってきました。すでに朝から雨が降っており、道も混んでいて予定よりも遅れ気
味でしたが、海沿いを鎌倉方面へ走り、江ノ島が眼前に見えてきた頃には「もうすぐ到着だ！」
と気持ちも高まってきていました。
駐車場でバスから降りるとすぐに最初の見学地に各班ごとに散らばっていきました。私た

ち教員はその後ろ姿を見送りながら「ちゃんと班行動ができるだろうか」、「道に迷っていない
だろうか」などと心配しながら、生徒がやってくるはずの見学地へと向かいました。
途中で見かけた子どもたちに話しかけ、逆に「あっ、先生」などと声をかけられたりしな

がら巡回をしていると、それぞれが協力しながらしっかりと見学コースを回っているようす
を見ることができました。昼頃には雨風が強まって暴風雨となり、ゴール地点のKKR鎌倉わか
みやに戻ってきたときには誰もが靴下までぐっしょりと濡れていました。後日、子どもたち

〜の話を聞くと、クラスで5 8人くらいの割で傘が壊れてしまったようでした（実は自分もその
一人です）。
今回の遠足は京都・奈良修学旅行での班別行動の練習でもありました。この経験が生かさ

れ、来年はよい天気のもとで修学旅行の班別行動ができればと願っています。
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１年生遠足 相模湖プレジャーフォレストに行ってきました
あいにくの天候にはなりましたが、6月4日（金）にプレジャーフォレストへ行ってきました。行きの

バスの車内ではあらかじめ美化レク係が考えたバスレクで盛り上がっていましたが、現地の天候を
気にする生徒も多くいました。到着時には小雨になっていて、無事にクラスの集合写真も撮るこ
とができました。これからの組みひも体験やカレー作りに期待を膨らませている生徒の姿も印象
的でした。
前半は組みひも体験を行いました。生徒一人ひとりが好きな色を2色選んで、説明を聞きなが

ら組みひものストラップを完成させました。普段の授業での様子とはまた違う集中力を見せ、熱
心に取り組んでいました。また完成した生徒が自然と周りの仲間をサポートする姿は本当に素
晴らしいものだと感心していました。
後半は班で協力してのカレー作りでした。三角巾とエプロンを身に着けると早速調理を開始

しました。毎年、御飯に芯が残ったり柔らかすぎたり、カレーがスープのようになったりと失敗して
しまう班が出てしまうのですが、時には班員と笑顔で楽しそうに調理をしている姿が印象的でし
た。普段とは違った班員と作るカレーは格別なものになったのではないでしょうか？自分の班のカ
レーのできばえに満足しながらおいしそうにカレーを食べていました。
新型コロナのせいでふだんからいろいろと制約の多い生活を

送っている子どもたちですが、中学校で初めての校外活動で
友達と協力しながら楽しい時間を送ってくれたかと思います。ク
ラスや班での協力性を今後の行事にも生かしてもらえたらと思
います。

≪薬物乱用防止教室≫２年
久しぶりに体育館で集まる形の講演会になりましたが、スムーズに集まり、それぞれがメ

モを取りながら、しっかりと話を聞いていました。聴講に足を運んでいただいた保護者の皆様
もありがとうございました。
講演が始まる前に、薬物乱用についてのイメージを聞くと、薬物乱用と聞いても「自分に

は関係ないように思う」とあまり身近に感じていない生徒が多かったようです。
しかし、実際に話を聞いてみると、未成年者のかかわる事件数が増えていることを知った

り、“薬物は１度でも使えば乱用”ということや“自分の意
志ではやめられなくなる”ということを聞いたりして、その恐
ろしさを感じ、「ダメ、ゼッタイ」というキーワードを忘れな
いで過ごしていきたいという振り返りがかなり多く書かれて
いました。また、将来的には利用するかもしれない、タバコ
や酒も自分たちの体に害を及ぼすことがあることも改めて
知り、今後今後の生活に活かしていきたいという言葉
もありました。
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がんばれ 栗中生 部長よりひとこと
ソフトボール部 部 長 小川真実子さん
ソフトボール部は１年３人、２年１人、３年８人の計１２人で県央大会優勝、県大

会ベスト４を目標に活動しています。昨年の秋季大会では、市大会で優勝できたもの
の、県央大会３位、県大会２回戦敗退と悔しい思いをしました。その悔しさをバネに
日々練習に取り組んできました。夏の大会では前回の借りを返す最後のチャンスです。
チーム一体となり目標を達成します。

陸上競技部 部 長 竹重龍乙 さん
陸上競技部は記録向上に向けて日々取り組んでいます。そのためにも一つひとつの

練習を大切にし、自分はどこを改善しなくてはならないのか、どうやったら良いのか、
そういう考えることも大事となってくるので、ただただ練習に取り組むだけでなく、
考えながら活動するのを心がけています。

卓球部 部 長 福嵜 天飛 さん
卓球部は県央大会出場を目標にしていきたいと思います。３年生は今年で最後なの

で全員が県央進出することも、もう一つの目標です。２年生はもちろん特に１年生に
は県央という舞台を経験してもらいたいです。そのために普段の練習では自分より強
く上手いと思う人と戦い、自分たちの実力を高めていき、部活全体で切磋琢磨しあい、
大会に取り組んでいきたいと思います。

女子ソフトテニス部 部 長 須藤さくら さん
私たち女子ソフトテニス部は、夏の大会、県突破を目指して日々練習に打ち込んで

います。去年はコロナのせいで満足に練習を行えず、大会も市大会のみの開催となり
ました。しかし、今年は県央、県へ進んでいくことができます。練習時間は少ないで
すが、大会ができることに感謝し、部一丸となって頑張っていきます。

バレーボール部 部 長 塚本紗菜 さん
私たちバレー部は７月下旬の県央大会で３年生が引退となります。その引退試合へ

向けて日々の練習をしっかりと行い悔いのないように思いっきり試合に臨めるように
します。そして引退してからもこのチームで良かったと思えるようにしたいです。こ
こまで部活を行ってこれたのは保護者の方、先生方の支えがあったからだと思います。
ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。

男子ソフトテニス部 部 長 京免昇汰 さん
男子ソフトテニス部は、「やってきたことを全力でやりベストを尽くす」という目標

を大会に向けてたてました。練習を行う中で見つけた自分の強み、今まで行ってきた
練習の成果をベストな状態で大会に臨む,という思いが込められています。

女子バスケットボール部 部 長 木村香芽 さん
中学生最後の公式戦になります。私たち３年生をはじめ、女子バスケットボール部

は初心者が多く、覚えることも沢山あり常に課題の山を制覇しなくてはいけませんで
した。怪我をすることが多く、常にベストな状態で試合に臨む大変さを痛感していま
す。しかし、この３年間の努力を良い結果として残せるように、県大会目指して一試
合一試合にベストな状態で臨んでいきたいと思います。応援よろしくお願いします。
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男子バスケットボール部 部 長 安平遼人 さん
男子バスケ部は目標としている県央大会出場を目指して日々練習に励んでいます。

前回の大会では市内５位と高い順位ではなく、悔しい思いをしてきました。次の大会
は３年生の最後の大会なので前回のリベンジも兼ねて一生懸命頑張ります。応援お願
いします。

サッカー部 部 長 内藤涼羽 さん
サッカー部は市大会３位を目指して練習に取り組んでいます。チームとしても応援

されるチーム、諦めないチーム、励まし合えるチームを作るために努力しています。
３年生が４人と少ない中、１・２年生の力も借りながら最後の夏の大会で目標を達成
できるように日々練習を積み重ねています。３年生は悔いのないように引退し次の２
年生に引き継げるようにしたいです。

吹奏楽部 部 長 小田花蓮 さん
私たち吹奏楽部は７月２８日(水）に行われる吹奏楽コンクール県央大会に向けて練

習しています。昨年度はｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響によってコンクールがなくなってしまい３年生
も含め経験が少なく、最近の練習では行き詰まってしまうことが多くあります。その
ような中でも前向きな気持ちをもって、でも｢自分に厳しく｣を忘れずに頑張っていき
たいと思います。

美術部 部 長 武内陽 さん
美術部ではイラストや絵画それぞれ自由に作品づくりに取り組んでいます。部員一人
ひとり好みの作風も違う中、お互いにインスピレーションを受けながら活動をしてい
ます。年に数回ある展示会などの際には、そのときの自分の力を全て出し切った自信
作と言えるものを出展できるよう努力したいです。

科学部 部 長 枝本航輝さん
私たち科学部は、３年４人２年６人１年１３人で活動しています。今年度は昨年よ

り人数が多く、ＰＣ室のパソコンに不具合があるなど大変な現状です。ですが、部員
全員が協力し合って活動できています。他の部活と違って大会はありませんがこれか
らも明るく楽しい科学部にしていくことを目標に活動していきます。

野球部 部 長 佐藤優治さん
夏の大会、すなわち3年生にとっては後輩たちと共に戦う最後の大会は、あっという

間に迫ってきました。この大会での目標はやはり優勝という事しかないでしょう。優
勝するためには、生半可な気持ちでは、1回も勝つ事はできません。チーム全員が勝つ
事だけを考え試合に臨まなければなりません。しかし、勝ちを意識しすぎるのもダメ
です。スポーツは楽しまなければ思い出には残りません。なので、最後の大会は楽し
んで勝ちにいきたいです。


